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１． 研究計画の概要 

本 研 究 は 岐 阜 県 郡 上 市 に お い て

2003-2004年の2年間に1回でも要介護認定

を受けた者 2338 人をベースライン対象者と

し、その後の状況を前向きに追跡したコホー

ト研究である。 

対象者のベースライン情報は世帯情報、介護

者情報、介護認定審査会情報（介護度、寝た

きり度、認知症度、麻痺・拘縮、移動、複雑

動作、特別な介護、身の回りの自立、意思の

疎通、問題行動、特別な医療、診断名）であ

る。追跡情報は主として介護認定審査会情報、

死亡情報および介護サービス利用情報とし、

追跡期間を2011年 3月までとした。 

情報収集方法は郡上市役所,郡上医師会,

郡上ケアマネージャー協議会および介護関

連施設と連携し実施することとした。 

２． 研究の進捗状況 

(1)対象者のその後の追跡情報収集状況と膨大

な情報の整理状況および情報の解析と公表に

ついては次のとおりである。 

(2)追跡情報収集状況 

① 介護認定審査会情報は 2009 年 3月ま

で追跡した。 

② 住民課調査による死亡情報は 2010 年

8月まで追跡した。 

③ 介護サービス利用情報は月毎の情報

を 2009 年 3 月まで入手した。サービ

ス内容は居宅サービスの種類と利用

頻度、介護給付費および入所に係る月

毎の介護給付費である。 

④ 新たに医療費情報を追加収集した。医

療費情報は対象者の追跡期間中の月

ごとの医療費情報で国保レセプトか

ら入手した 

(3)膨大な情報の整理状況 

収集した情報は膨大なものであり、現在情

報の整理を行っている。介護認定審査情報の

整理は終了し、現在は介護保険情報と医療保

険情報のデータリンケージ作業中である。 

(4)情報の解析 

これまでは横断的情報の解析であったが

追跡情報の整理に伴い、多方面から総合的に

追跡データとの関連からの解析を進めてい

る。解析の主たる視点は下記のようである 

① 要介護（支援）認定者の性・年齢階級・診断・

要介護状態別に,要介護状態の変化や生存状態

についての詳細な整理を行う。 
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② 死亡や要介護状態の変化に対する調査開始

時の介護サービス受給,介護者などの介護環境

などの関連を分析する。 

③医療費と介護給付費の使われ方の特徴と疾患

などの関連を分析する。 

④ターミナル期における介護サービス利用につ

いて、医療費との関連、それまでの利用状況、

世帯や介護者状況と関連させて分析する。 

(5)情報の公表 

 2011 年秋期に郡上市の市役所関係各課、

郡上医師会および郡上ケアマネ会などの協

力機関、協力関係者への結果報告を予定して

いる。また、地元関係者と実際の介護予防,

介護度の進行予防対策に役立てるための検

討会を行う。また研究成果を広く公表する予

定である。 

３． 現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）当初予定していた介護認定審査会情報、

死亡情報および介護保険サービス給付情報の収

集は地元の協力で円滑に進み終了した。加えて

と医療保険による医療費情報が加わったことで、

介護保険と医療保険の双方から要介護高齢者の

健康状態を観察することが可能となった。 

４． 今後の研究の推進方策 

(1) 追跡調査の継続研究の運営・管理，介護認

定情報等のデータベースを構築し管理を行

う。要介護(支援)認定者にかかわる大量の

収集データについて,データ解析に適した

データベースの構築を行う。長期間のコホ

ート研究においては,情報管理に多大な労

力を必要とする。 

(2) 郡上コホート研究のデータベース等を用い

たデータ果分析 

① 要介護（支援）認定者の性・年齢階級・診断・

要介護状態別に,要介護状態の変化や生存状態

についての詳細な整理を行う。 

② 死亡や要介護状態の変化に対する調査開始

時の介護サービス受給,介護者などの介護環境

などの関連を分析する。 

５．代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には

下線） 
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